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中央ア

フリカ共和国へ

中央アフリカ共和国.あまり耳なれない国の名であ

り日本から最短コｰスを飛んでも22時商を要する

遠い国である.しかしこの国への｢人の道｣'は'あ･

まりにも近く善意に満ちた心の和む道てあっ足しそ

の道の果に拡がる緑の大地にもやはり人々の善意は

満ちていた.調査用車の故障で身動きができずに空し

い目を送る私たちを見かねて自分の車を心よく提供し

て下さった北辺の町N'de1eの県知事さん一枚の写真

を擬してもらったお礼にと20個あまりの大きなグレｰ

プ･フルｰツをもって6km余の日暮れの道を訪れてき

てくれたオカミさん豹が横行し毒蛇がうごめく昼な

お暗い密林の中でキャンプ生活を送る私たちを豚鶏

羊などをもって慰問してくれた村長さん2ヵ月間の調

査旅行を共にしたコックのJEU晒s爺さんはBanguiを

離れる前日の午後一握りの南京豆バナナグレｰプ

･フノレｰツを手にホテルヘ訪ねて来てくれ別れが辛い

といいたカミら泣きじゃくっていた.

はじめて訪ずれたこの国の人々の善意と思いやりは

猛獣毒蛇ツエツエ蝿などの脅威に絶えず緊張してい

た私の身と心をどれほど癒やしてくれたかはかり知れ

ない.

ゆるやかにうねる国土をおおいつくすサバンナと密林

の緑色あざやかな大輪の花照りつける太陽ありと

あらゆる野生動物の群と乱れ舞う鳥や無数の蝶人々の
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小村幸二郎

やさしい心はきっとこうした美くしい自然があって

こそ古くから無意識の中に青くまれてきたのだろう.

.自まぐるしく変貌する近代社会の中ではすでに失なわれ

そして=そうした社会の中で生きる誰もが望む美くしい

自然と人の心がこの国ではごく当りまえのものとし

て常に青くまれている.

私はこの国での3ヵ月間の生活を通して近代社会

から取残されたよう枚あるいは隔絶されたようなこ

の国に｢人間の古里｣を見出したような思をした.

しかしそれは心の安らぎを得ることの少ない近代社会

の底辺に生きる者の心の逃避を意味するものではたく

今はすでに失なわれていると思っていた人の心のあるべ

き姿を見出した喜びによるものである.

人の心の豊かさにくらべれぱこの国の文化はあまり

にも貧しい.それは恐らく自然の恩恵に依存する

だけで生きることができた恵まれすぎた生活環境のせ

いだろう.古くからの風習を重んじ狩猟とわずかの

農耕とをおも荏業としてきた人々はその生活態様を大

きく改変する飛躍的文化を創造することがなかった.
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これは農耕民族あるいは狩猟民族に一般的にみられ

る文化上の共通点であり騎馬民族ともっとも異なる点

の一つである.

辺境の地に生きるということでは同じである民族の中

にはしかし卓越した文化を創造したものもある.

たとえば天文学を興し文化史上の一大

金字塔と今もなお請われるサラセン(イス

ラｰム)文化を築いたアラブはその一つの

典型的な例である.これら両者にみらん

る極端な差異はどうして生じためであろう
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が.これについてはいろいろの解釈が

成立つだろうが生きるために不足のない

自然の恩恵による安住の地に生きる人手と

苛酷なまでにきびしい自然の支配下に.大

同団結して上うやく生き在がら差でいる人

'女との間の.生きる意欲･より豊かた生活

･の創造にかける情熱ど行動との差異による

とみなすことができるかもしれないしか

し今日の疲れを癒やし明目の活動に備

えてタムタムのリズムにのって歌いかつ

第1図径路図�
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踊ることを古くから受継いてきたこの国の人々の生活は

いわゆる先進諸国のこの国への接触が急速に深まりつつ

ある今目目増しに変貌してゆくことは間違いない.

文盲率95%といわれたおよそ10年前の教育状況が信じ

られないほど現在のこの国ではどんた僻地であって

も小学校教育は行なわれている.この子供たちが成人

しこの国の発展の真の活力とたる頃にはこの国の姿

は未利用資源の開発･利用を基盤とした産業の発展を

中心に大きく変わっているだろう.そうした姿は

従来の農耕民族の域を脱した真の独立国としてのこの

国の将来像には違いないがそこへたどり着く道は一

歩一歩あせらずに歩を進めるとしても苦難に満ちたも

のであるかもしれない･私はそうした姿の早期実現

によるこの国の安定を強く望む反面そのために美く

しい自然が破壊され何の惚れも抱かずに生きている多

くの動物や昆虫が生きる場を失うことを恐れる.美く

しい自然が造る景勝の地は高度に都市化されがたい檜

命をもちそして高度に都市化された場所には自然の

美くしさは存在しがたい･秘境それは心の安らぎ

を得がたい環境の中で生きる人々にとってはこの上校

い安らぎの場ではあるが反面産業の発展を妨げる自

然の造形でもある.

アフリカ東部のある狩猟民族は先進諸国のレジャｰ

を目的としたノ･ンタｰの情容赦ない野生動物の射殺によ

って重要な蛋白源を失ないついには栄養失調を余儀

なくされおよそ10年の間に人口が1/10に減少したと聞

く.自然を蝕む高度成長の枠の中で生きる人カミ人間

性を取戻す一つの手段として秘境を訪ずれることはよ

い･しかし秘境は自然の意の事まにおかれてこそ

秘境である.

初の日本人技術者としてこの国の奥地を約2ヵ月

間にわたって5,700kmを自動車旅行した私はこの短

かい奥地の旅でまた首都Banguiでの生活の中で

実に様々恋ことに遭遇した.自然の美くしいたたずま

いとその脅威その中に生きる人々の姿どれもが珍し

くそして考えさせされることの多かった初旅であっ

た.

中央アフリカ共和国とは一体どういう国なのが

この旅の見聞を通して拙ない文ではあるカミ紹介してみ

たい.なお中央アフリカ共和国ということで読者

の中には猛獣の写真や生態記事がふんだんに紹介され

ることを期待するむきもあろうカミ何回かにわたる記事

の中にはそういったものはまったく出てこない.そ

れはこの度の旅行が鉱物資源の調査を目的としたもの

でありまたこの旅でカメラに納められた数100枚の

写真の中にはそういったものカ｣枚も含まれていない

ことによる.

ザイル共和国の首都Ki皿ShaSaへ

正月早々にヨｰロッパヘ旅する人は少ないらしく1

月6目モスクワ経由パリ行の日航441便の乗客は35人

ばかりしかいない･羽岡を出て1時間40分の後目本

海へ突き刺さるよう租山を背後に控えたYadinkaの上空

にさしかかるとこれからソ連領を通過し終えるまでは

写真撮影は一切禁止である.

シベリアの空はあくまでも晴れてはいるが褐色の岩

肌をわずかに残して氷に閉ざされた眼下の風景は無気味

でさえある･Amur川もYenisey川も完全に凍結し

はりつめた氷にみられる幾条かの黒い線が川の存在と

水の流れる様をわずかに示しているにすぎない.点在

する円形のさほど大きくない池は限石が落ちて二できたよ

うな感じである.突然視界が完全に遼ぎられ暗い

雲の中へ突込んだ機体が大きく揺れはじめた.恐ら

く地上では吹雪が荒れ狂っているのだろう.

明るい空に真黒の煙を吐く数本の大きな煙突カミ見え

美くしい森と草原と雪にたわむれる人の姿が手にとるよ

うに見えて間もなくモスクワのシエレメチエボ空港に

到着した.

モスクワ市街からおよそ30Lm離れているこの空港は

零下16度という寒さのせいもあってか実に寒々として

いる･滑走路の両側にはりつめた厚い氷を熱風で剥が

す作業をしている男もグランド･スチュワｰドも暖かそ

うな毛皮のコｰトで身を包んではいるが機内が程良い

温度に保たれていたせいか地上に降り立っても零下

16度という寒さは感じられ狂い.

待合室も売店もかなり殺風景で人影も少なく数10.

種類の赤表紙の本が書架に並んではいるカミそれを手に

とって見る人もほとんどいない.私はその中からこ

れから先の機内での格好の読物になりそうな輝済開発

に関する記事を主とした336頁の24thCongressofthe

CPSU1971を1冊もらった.

栄養が十分に行渡っているらしいグランド･スチュ

ワｰデスから手渡されたスナック券をもって待合室の

隅仁あるスナックヘ行ってみた.カウンタｰ越しに

働いているオバさんも栄養満点らしい.スナック券と

引換えにコｰヒｰをもらって飲む.愛相のよいオバさ

んはしきりにお代りをすすめてくれたが辞退した.�
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午後4時30分深い霧にすっぽりと包まれたパリの

オノレリｰ空港に着く.零下2度夜の訪ずれの早いパ

リの空の下にはもうまぶしいばかりの光の波が揺れ

ていた.

1月8目午前7時折よくホテノレの前を通りかかった

タクシｰをつかまえて空港へ向かう.8時を過ぎた

いと夜が明けないパリの町だが勤めに出る人の波が

一目のはじまりをそれとなく教えてくれる.町角のス

ナックで軽食をつまむ風景はどこの国でも同じである.

ブラッセノレから来るサベナ航空機の到着カミ遅れ結局

マドリｰドの空港で5時間30分も待つことになってし

まった.そして強い雨足の中を飛び立った時にはす

でに4時50分.厚い雲におおわれてジブラルダノレ海峡

付近はまったく見えずアフリカ大陸の上空へさしかか

かった折には快晴に恵まれたもののサノ･ラ砂漠はも

うとっくに夕晴の中でひっそりと息づいていた.真

紅の太陽はなお強烈な光を投げてはいるがその光芒は

もはや波打つ砂の海にも峨々たる岩山の頂にさえも

届いてはいない.

巨大でしかも歴史の大きな流れを深く秘めている

この大珍漢の素顔を一目でも見ることを私は日本を

出発する前から強く望んでいた.しかしその望みは

わずか1時間あまりを空しく送ったことだげで実に呆

気なくかき消されてしまった.どん衣手段を講じた

としても過去は甦ってこたいとは知りだから私は暗

闇に閉ざされた眼下を見つめて腹立たしさを覚えた.

そして一方ではジブラノレタル海峡のたたずまいを脳裏

に描いていた.

ジブラルダノレ海峡の名を聞くたびにまた見るたび

に私はサラセン(イスラｰム)帝国の興亡の歴史を

さりげなく想い浮べることが多い.アラブの軍勢が

アフリカ大陸北部を席捲しさらにこの海峡を渡って

ピレネｰ山脈に至るイベリア半島を手中に納めたことを

知っている人は少なくない･しかしこの海峡名の由

来を知っている人は意外に少ないのではなかろうか.

アラブに精通しているある人が私に｢タラｰル将軍

に率いられたアラブの軍勢がジブラルタル海峡を渡っ

てイベリア半島の南端部に上陸した折近くの山はこ

の将軍の名をとってタラｰノレ山と名付けられまた

海峡にはタラｰル山海峡という名がつけられた.ジブ

ラノレタノレという名はアラビア語のタラｰノレ山(Jaba1a1

Tara1)から変わったものだ｣と語ってくれたことが

ある.

はこの話を元に当時の歴史と近世史に書きとどめら

れているジブラノレタル海峡にまつわる数々の出来事に想

をはせていた.

ぽつんぽつんと灯カミ見える.赤道を越えて11時35

分ザイノレ共和国の首都Kinshasaに着く.気温は摂

氏20度とアナウンスされたが湿度が高いだろう.

タラップを降りて間もなく汗が吹き出てきた.

空港から市街へおよそ30分の道はほとんど起伏がな

く補装されてはいるが暗くそして何となく不気

味である.午前1時インタｰ･コンチネンタル･ホ

テル着はじめて訪ずれたにしては少々遅すぎたよう

だ.Kinshasaで最高級といわれるこのホテノレはザ

イノレ共和国でも第一なのだろうオレンジ色を基調にし

た室内の造りも調度品も実に素晴らしくまさに

豪華ホテノレの名に恥じぬ立派さである.しかしベル

ギｰの植民地として生きてきたこの国のホテルにしては

備付の石鹸も紙類もアメリカ合衆国の製品である.

私にはこのことが不思議でならたかったがこのホテノレ

にはアメリカ合衆国の資本が50%投入されていることを

知るに及んでその謎は解けた.この国が今もなお

ベノレギｰと密接な関係にあることは当然であるがこの

小さな一つの事実からみても体質を変えているとみな

すことができそうである.

Ki皿ShaSaの午後

!月9団の午後COngo川の急流を見下ろす丘へ行っ

てみた.ゆったりとそして激情のほとばしりかと

さえ思えるほどの激しさで流れるCongo川の濁流は

はじめてその丘に立った私に様々のことを考えさせな

いではおかたかった.

この丘へ向かう途中で客車も貨車も見当らない疲

れ果てたような褐色の紬いレｰルを見た.一見木材搬

出用の鉄道のような感じだカミこれこそコンゴ鉄道その

ものである.このコンゴ鉄道はKinshasaと大西洋岸

とを結ぶ動脈ではあるが物資を毎日輸送しているわけ

ではない.大西洋岸で貨車積された物資はKinshasa

で船積みされてC㎝g0川を遡り奥地からC㎝gn川

を船で運ばれてきた物資はKinshasaで貨車積されて

大西洋岸へ輸送される.これらの物資の積替えに要す

る出費は大変なものだろう.これほど技術カミ発達した

世に何故このか細いコンゴ鉄道が動脈としての役目

を果たさなければならないのか.近代技術の粋を結集

してもこの川の急流をなだめることが不可能であるとす

れば人の力も頭脳も自然の前にはやはり空しい.

暗闇の中を飛びつずける旅の無柳を慰めるために

私Na1川の源流を求めて

奥地へ向かったまま行方不明�
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を伝えられていたスコットランドのD灯IDLmNGsT0N

を1871年Tanganika湖畔で見出しChanbeshi川と

Lua1aba川とがCongo川の源流であることを発見して

Congo川を2,570km下降した英国人のH酬RYM.

ST畑咀Yの偉大な足跡と情熱とを讃えて名付けられたの

であろうこの｢スタンレｰの丘｣にCongo川の急流を

見下ろすSTムNL班の銅像カミ建っていることを私は

数年前から知っていた.そしてこの銅像の位置から

Congo川を見ることは短かい時間をKinshasaで過す

私のささやかな望の一つであった.しかし私がこの

丘を訪ずれた時にはST畑L町の銅像は一片をも残さ

ず完全に撤去されていた.聞けばつい数目前の出

来事だったらしい.この国にとって忘れることのでぎ

放い先駆者の銅像が完全に撤去された事実を目のあたり

にして私はきわめて複雑な心境にかられ考えさせ

られることのあまりの多さにとまどいをさえ覚えた.

Kinshasaでの平均水量40,ooom3/秒全長4,650km

アマゾン川と並ぶ流域面積をもつCOng0川が古くから

人々の繁栄にどれほど貢献してきたかその偉大さは測

り知れないものカミある.そしてそれは現在もそして

未来も変わらたいだろう.しかし一方この水の

豊かさのために欲望の葛藤を招きゆがめられた人間

社会が一歩また一歩築かれていったとはみられたい

だろうか.秘められたものがあまりにも多いこの大地

と赤道を2度もまたぎこれをぬって流れるCongo川

が経済的あるいは領土的野心をもつ者に見逃がされる

わけはない｡約1,500万人といわれるこの国の人口は

その約70%を占める100余の部族からなるバンツｰ族の

ほかアザンデ族ゴンベ族ピグミｰ族など多種多

様の種族によって構成されている.そして原住民の

ピグミｰ族は今ではほんの一握りにすぎない.ピ

グミｰ族は今でこそ赤道アフリカの一部を生活の場と

しているにすぎないが古代ギリシアの歴史家がリビ

ア砂漠の奥で小人を発見した記録があることからみる

と当時はアフリカ大陸に広く分布していたらしい.

ピグミｰという名カミキリシア語で｢腕｣を意味するこ

とからみるとこの種族の名は古代ギリシア時代につ

げられたものであろう.この種族は元来ごく普通の

体躯をしていたカミ密林での生活に適応するため長い

年月にわたって次第に背丈が縮まった人間の環境順

化の一典型例とみ恋されている.自然の意のままに生

きるピグミｰ族にとって文明はほとんど必要ではたい.

文明という名の魔物に追われ欲望の犠牲となって今

は数万人を数えるにすぎたいピグミｰ族は哀れである.

ピグミｰ族はこの地においてもあくまでも弱い者で

しかたかった.近隣諸国からこの地へ移住してきた多

くの種族の激しい攻勢の中で祖先伝来の地を捨てて北

部へ移住し広大なコンゴ盆地に勢力を張ったこれらの

種族はやがてそれぞれの王国を築いた.こうして

ピグミｰ族の楽園であった当地は次第に激動の時代

へ入っていった.王位継承問題に基因しあるいは

外国勢力による王の殺害によってこれらの王国は相次

いで滅亡し19世紀の初期からはじまった外国人による

奥地探検を契機としてヨｰロッパ諸国のアフリカ進出

の手がこの地にもおよぶことになったがその直接の契

機をつくったのはSTANL酊である.

ST州L酊はコンゴ盆地を中心とする地域一帯の経済的

価値を高く評価しその開発をイギリスに進言したが容

れられず時のベノレギｰ国王レオポノレド2世のアフリカ

進出計画に協力することになった.レオポルド2世は

その頃アフリカヘの進出を企てていたヨｰロッパ諸国間

の動きを巧みについてこの地に対する権利を主張する

立場を得るにいたった.しかしこれは虚をつかれた

ヨｰロッパ諸国に容易に受容れられるわけがなく遂に

ドイツのビスマノレクの発案でヨｰロッパ14国の代表が

ベルリンに集まり1884年11月から1885年2月までこ

の国の主権について討議を重ねた.その結果この国

はベルギｰ国王の個人的主権に属することに決定された.

この会議が有名なベノレリン会議であるがここで見落す

ことがでぎたいのはこの国の運命がこの国への経済

的あるいは領土的野心を抱いていたいわゆる先進諸国だ

けの含意によって決定されたことおよび国王個人

の主権に属することに決定されたことなどである.こ

の決定以後この国はベルギｰ植民地としての道を歩

むことになったわけであるが1946年頃からはじまった

知識階級による非植民地化への動き旧態勢の打破を目

標としたルムンバの国民運動に代表される民族主義運動一

の激しいカに抗することの困難さをみたベノレギｰの決断

によって1960年6月30日独立国としての地位を得る

に至った.

それは確かにコンゴの新しい夜明けてあったには違い

ない･しかしそれにしては独立後のこの国が辿っ

た道のけわしさは予想以上であった.1960年9月に

発生した軍の反乱カロンによる｢南カサイ鉱山国｣の

樹立と｢南カサイ自治国｣蟷｢連邦王国｣への改称そ

れぞれカミ中央政府を名乗る二つの政権の併存1961年2

月13目のルムンバの殺害数度にわたる国連軍の介入

チョンベ内閣の実現とグベニュを首班とする｢コンゴ�
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人民共和国｣の樹立および両者の対立など毛の多くが

流血を伴う事件であった.そして1965年11月24目

コンゴ軍は無血クｰデタｰに成功し当時コンゴ軍最高

司令官であったモブツ中将カミ大統領に就任した.その

後各州から1名とLeopo1dvi11e(現在のKinshasa)

から1名合計22名の閣僚からなるいわゆる｢挙国一致

内閣｣が誕生し反乱分子とみられた前首相らの処刑

中央政府軍対ベノレギｰ系軍の対立などを経て1967年11

月国内はようやく平穏を取戻した.しかしこれから

後現在もなおかつての宗主国および新宗主国派に対

する一般大衆の批判は厳然として存在する.ST州LEY

の銅像が撤去されたのもその一つの現われであろうし

私が身分不相応な最高級のホテルに泊ることになったの

もこうしたこととまったく無関係ではない.

長い年月にわたって相次いだ抗争は征服者に対する

被征服者の抵抗といったような単純なものとは考えら

れない･,もちろん対外的にはそうした大間題があった

ことは事実であるカミ内面的に多くの種族およびバン

ツｰ族が100余の部族から放ることからも分るように非

常に多くの部族の宗教･習廣･教育程度･社会理念･体

力などの差異.400にものぼる言葉たどによるコミニュ

ケｰションの困難性があることは確かであろう.そし

てまた豊かな資源の存在がそうしたことと相関連し

て一層複雑かつ不穏な社会情勢を生み出す一つの理由

となっていることも間違いなかろう.

人間の欲望がむき出しになった時そこにはほとん

ど例外なく血腫い弱肉強食が起こる.富に対する欲

望それはより高度に成長した国あるいはそこに

生きる人間により強い執着心を抱かせる避けること

のむずかしい人間の業である.

COng0川の豊かな流れゆるやかにうねる丘深い緑

とその中に建つ白亜の館Kinshasaの市街は実に美く

しく魅力的である.だがその美くしさの中に自

由に振舞うことを許さぬ何かがありそうだ.

快晴の一目をKinshasaで過した私は素晴らしい被写

体を随所でみかけはしたが私のカメラにはインタｰ

･コンチネンタル･ホテルの美くしいプｰノレとそこで水

にたわむれる一握りの白人の姿そしてホテノレの窓越

しに見える繍酒な白亜の住宅が納められたにすぎたい.

遍ang奴iへ

目的の中央アフリカ共和国の首都Banguiへ向かう

1月10目午前5時に起き6時40分にホテノレを後にし

た.空港への道はなだらかな草原を突走り遠くに浮

かぶ山々は墨絵のような美しさである.働きに出る

労働者の灘がトラックやバスであるいは徒歩でひ

たひたと職場へ急ぐ.すカミすがしい草原の朝にみるア

フリカのたくましい姿美くしい夜明けである.

7時40分Ba㎎uiとチャド共和国の首都FortLamy

を経由してパリヘ向かうアフリカ航空158便は10人ば

かりの客を乗せてKinshasaを出発した.

KinshasaからBa㎎uiまで約1時間50分眼下には

赤道アフリカの密林が打続いているはずであるが厚い

雲におおわれてまったく見えずBangui到着のアナウ

ンスカミあって間もなく大きく傾いた飛行機の窓越しに

密林の深い緑とラテライトの鮮やかな赫色カミ見え広々

としたMpoko空港に到着した.

窓からみると背広姿の2人がタラップの横に立っ

ている.わざわざ出迎えてくれた鉱山地質局長のMル

丁亘IEUGB虹P㎝A氏と外務省の儀典官である.

｣'議

第2図ザイル共和国の首都Kinshasaの工nterContinenta1Hote1から

見た風景.上方の川(白い部分)はCongo川その向うはコン

ゴ共和国(旧フランス領植民地)の首都Brazzavi11e

第3図大統領宮殿.背後の丘は比高約工00mで一見鹿児島の

城山とそっくりである.�
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導かれた空港の2階には水森林鉱山省官房長の

AL駆IsS醜畑E氏と顧問のA朋ERTATTIA氏が私たち

を待っていた.色鮮やかなシャツを身につけた官房長

は温厚な人物である.10分ばかり過ぎた頃Bangui放

送のインタビュｰがはじまりその間に儀典官カミ入

国手続荷物の受領と車への積込みをすべて終わらせ

てくれた.そして私たちはインタビュｰを終えて

遂に入国管理を通らず警官や乗客の視線を浴びたがら

役所の乗用車でホテルヘ直行した.

Bangui滞在中の宿舎と渋ったSt.Sy1vestreHote1

は建築後10ヵ月のBanguiでは最新のホテノレで大統

領宮殿(第3図)の正面玄関から徒歩5分ぐらいの所に

ある.設備も整い中庭にプｰノレをもつこのホテノレは

なかなか住み心地がよさそうである(第4図).

サンゴ語で｢急流｣を意味するBanguiはザイル共

和国との国境をなすOuba㎎ui川の西岸に位置する人口

約30万人の首都である.市街は外国人の居住区とな

っている大統領宮殿をほぼ中心とする新市街と現地人

の居住区である旧市街とに分かれ新市街には洋風建築

が旧市街には泥壁に萱葺きの家が立並んではっきり

した対象をみせている.

ある土曜目の午後1時強い陽ざしを浴びて新市街

へ出てみた.ちょうど午睡の時刻在のだろう路上の

人影はまぱらだ.ホテノレの免を東へ曲って300mばか

り行くとOubangui川の岸へ出る.水の流れがさだ

かではたいこの川はか放りの幅だが対岸に見えるザイ

ノレ共相国の家並は近く音楽さえ聞えてくる.川岸に

立並ぶマンゴの巨木の蔭で川を見つめている私に岸に

停泊している貨物船の甲板に立っている半裸の男が手

を上げた(第5図).

｢バラオ(今日は)｣

｢バラオ･ミンギイ(今日は)｣

｢モウ･イエケ･シジョ手イ(元勾かね)?｣

.｢メルシイ･ミンギイ(おかげさんで)｣

木蔭に腰を下ろして対岸べ向う小舟を見つめていた･

丸木舟らしいこの舟で摺を操る4つの黒い影はまぶし

い光の中を意外に早く小さくならていった.水の流

れカミあるのかと疑わしくなるほどのんびりとしたこの

Ouba子gui川もこれから上流では流れカミ早いために

船の航行は不可能と聞く.

舟カミ向こう岸に着いた.私は腰を上げて北へ向かっ

た.うっそうと茂るマンゴ･椰子･竹などどれ牽見

ても成育がよく時には道一杯に黒い影を落している

(第6図).この国で最高級のサファリ･ホテノレ(第7

図)の見えるダイヤモンド研磨工場の前へ出た(第8

図).土曜目の午後とあって人の姿はない.

ダイヤモンド研磨工場の角を曲ってボカツサ市場へ

行く.この市場(第9図)はBanguiの中心部にあ

り市民の胃袋の大半を賄っているだけに予想以上に

大規模である.魚の唐揚を売っている少年が｢バラ

オ｣と声をかけてくれた.この少年とはもうとっく

に顔なじみだ.昨日はいていた半ズボンはほころび

(というよりは破れ)ていたが今日はピンク色のイキ

なのをはいている.きっとくたびれたズボンを見ら

れてはずかしかったのだろう.

ボカツサ市場の中を通って大統領宮殿の前へ出る.

大して大きな建物ではないが実に近代的な造りである.

さして広くない庭園に芝が十分に育っていないところを

みると建築されて間もないのかもしれ狂い.郵便局

の前を通り外務省へ行ってみる.アカシア･マンゴ

第4図Banguiのほぼ中心にあるSt.Sy1vestreHote1と中庭のプｰル

宿泊客以外の者カミこのプｰルを便用するぱあいは250フラン

(325円)の使用料が必要.

第5図ザイル共和国Ollの右側)との国境を泣すOuもangui川と

貨物船.�
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策6図大統領宮殿付近の並木幹の下1mぐらいが白く塗ってあるの

はお祭のため1

などの大木に混って竹の離生がみられる.建物は中

々立派で大統領宮殿に次ぐ美くしさである.ピロテ

ィ式の建物の横の木蔭に兵隊が立っている.カメラ

を向けるとすかさずポｰズをとってくれた.

rメルシイ･ムッシュｰ(ありがとう)アドレス･テイ･モ

ウ･ア･イエケエ･イエン(貴方の住所はどこですか)?｣

｢イリ･テイ･ムビ･ナ･アドレス･ティ･ムビ･ラ(これが

私の名前と住所です)｣

｢モウ･イエケエ･テネ･ヤンガ･ティ･アングレ(貴方は英

語を話せますか)?｣

｢ノン｣

｢ムビ'イエ･ティ･ゴウイ･ファティ･ソウ(もう行か泣け

れぱなりません)コイ･ンゾニ(さよう匁ら)｣

どこまで歩いても美くしい並木は尽きないが旧市街

まで歩くには遠すぎる.外務省からホテノレヘ引返すご

第7図0ubangui川畔に建つ最高級のSafariHote1.宿泊料は1

泊4,500フラン(5,850円)～8,000フラン(10,400円)

とにした.相変らず人通りは少校く木蔭を還って歩

いても汗が吹き出してくる.商店も扉を･閉め町は完

全に眠っているらしい.ホテノレ近くのスポｰツ用品店

のショウ･ウインドウに柔道着が飾ってある.数年

前目本人乗遣家がこの町で柔道を教えたことがある

そうだからその影響かもしれない.値段は5,400C.

F.Aフラン(1C.F.Aフラン=1.3円)だから邦貨

にして約7,000円である.首都にしては店は少なく

また大商店らしきものも見当らたいがこれで結構間

にあっているのだろう.

人通りの少ないこの時刻は暑ささえがまんすれぱ

ウインドウ･ショッピングをするのに絶好である.目

ぼしい店のウインドウを片ぱしからのぞきたがら私は

商品名と値段と可能なかぎり生産国の名をメモしていっ

た.暑い盛りにこんたことをするのは実に馬鹿げた

第8図市の中心からSafariHote1へ向う道路の途中にあるダイヤモ

ンド研磨工場.

第9図新市街の中心にあるボカツサ(現大統領名)市場建物の中も

すべて市場になっている.並木はマンゴ､�
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ことのようだが調査旅行に際しての物資の購入や次

にこの国を訪ずれるかもしれない調査団にとっては相

当役に立つことだしまたこの国の経済とくに貿易

状況を知るもっとも簡便な経済調査の一つである.

ゴ語の先生の役をつとめてくれるこの少女は実に気だ

てがよくなかなか親切だ.やはり遠い国から来て

くれた人自分のお客さんということで精一杯務めて

くれているのだろう.有難いことだ.

商店街の端まで歩いてBanguiの中心部に当る大

統領宮殿前の坂道を下りきった所にあるロｰタリｰへ

出た.英文図書をもつ唯一の機関である｢アメリカ文

化センタｰ｣(第10図)も扉をかたく閉めている.

このロｰタリｰの角にあるNewPa1aceHote1は

Banguiの中心街ではもっとも大き衣社交場でありか

つ憩の場であるか今は客の姿も見当らずウエイ

トレスがいかにも所在なげに立っている.カメラを向

けると心よく応じてくれた(第11図).

いささか疲れてホテルヘ戻った.午睡の後のベッ

ドを整えようと部屋に入ろうとしていたメイドの愛く

るしいShimOneが汗びっしょりの私を見て｢暑い

のに何処へ行ったの?｣といった眼でにらんだ.毎

日部屋を掃除したりベッドを整えたりまたサン

やや億劫ではあったがダイヤモンド研磨工場のすぐ

近くにあるベトナム料理店｢金竜餐庁｣へ夕食を食べ

に行くことにした.白飯1杯･スｰプ･小皿に盛られ

たチャプスイ･ビｰノレ1本の代金が2,370円とてもわ

れわれ庶民階級の者がたやすく食事できる店ではたい.

だが夕食だけを提供して商売カミ成立っていることをみ

るとこの店の愛用者は結構いるのだろう.変化の乏

しい食生活の故か東洋の咲(らしきもの)に魅せられ

てかまたはバリ生れのパリ育ちという愛くるしく小

柄恋マスタｰの愛相のよさにひかれてかこの店の繁盛

の秘密はさだかでない.

今日も]日暮れた.車の音も絶えもの憂いメロデ

ィが下のバｰから流れてくる.静かな本当に静かな

アフリカの夜.'(筆者は鉱床部)

第10図市の中心にある｢アメリカ文化センタｰ｣ここは英文書籍･新聞を閲第11図NewPalaceHote1のウエイトレス多くの女性が

覧できる唯一の機関である.右側の2階建はUTA航空合杜支店.このウエイトレスのようにちじれた髪をのばして糸

できつく巻いている.長い髪に対する女性のあごが一

れの象徴かもしれない.左側のウエイトレスカミかぶ

っているのは糸で巻いた髪が折れ扱いようになって

いる長い帽子.
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